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堤人形と松川ダルマ
―仙台市堤町　佐藤吉夫氏に聞く―

はじめに

１　堤人形・堤焼

２　松川ダルマ

おわりに

はじめに

　宮城県仙台市青葉区堤町は宮城県庁舎や仙台市役

所庁舎から北へ２kmほどの場所にある。江戸時代

は仙台城下の北端で、城下に持ち込まれる商品から

税金を取る番所、御仲下改所が置かれていた。町中

を奥州街道が通り、仙北と城下を繋ぐ交通の要衝

で、武士や足軽・職人が住んだ。足軽たち次第に内

職を行い、陶器の堤焼及び土人形の堤人形の産地と

して知られるようになった。現在も堤人形と仙台張

子の主流である松川ダルマを製作する職人がおり、

伝統産業の町としての面影を伝えている。これらの

製品は昭和57、59、60年に宮城県の伝統的工芸品

として指定を受け、平成28年度には日本遺産「政宗

が育んだ“伊達”な文化」の構成文化財に認定され

ている。

　堤町の東に位置する台原周辺は良質な粘土が採

取できることから、古代から瓦生産が行われてい

た。江戸時代における製作は陶器から始まったとさ

れる。寛文２（16662）年に京都の寺田屋八兵衛が台

原（当時は杉山台といった）に来て瀬戸物並びに瀬

戸瓦類を焼いたという。あるいは元禄年間（1688 ～

1704）に江戸から今戸焼の陶工である上村万右衛門

が来て、台原で焼いたのが始まりとされている。当

時の製品は杉山焼もしくは仙台焼と称されたらし

い。以後、西隣りの堤町でも陶器が生産され、堤人

形も製作された。昭和初期には民芸運動の代表者、

柳宗悦が「東北を代表する民窯」と称えた。堤焼は、

赤みを帯びた素地に釉薬を厚く施す点に特徴があ

る、特に黒の上に白の釉薬を掛けた、なまこ釉は独

特の風合いがある。

　現在、堤町は仙台市街地として都市化が進み、住

宅が密集しており、かつての面影はほとんど感じら

れなくなっている。どこに製品を焼いた窯場があっ

たのかも分からない状況である。

　この度、堤町に生まれ、育ち、長じては堤人形・

松川ダルマ製作を行っている、佐藤吉夫氏（昭和11

年４月27日生）から、氏が見てきた堤町の様子につ

いて聞くことができた。話は庄子晃子東北工業大学

名誉教授とともに伺った。日にちは平成27年２月

１日及び２月15日、場所は氏の店舗兼工房の「つつ

みのおひなっこや」である。以下に項目毎に整理し

てその内容を紹介する。

１　堤焼・堤人形

　現在、堤焼を製作した登窯は佐藤吉夫氏の実家で

ある佐大商店に一基あるのみである。この窯は大正

７年に築いたものである。登窯は釉薬を掛けて製作

する堤焼用でこれを本焼きといった。登窯は本焼と

ともに、焚き口

から最も離れた

奥の部屋で素焼

きの堤焼（黒物）

や着色する前の

堤人形も焼いた。

堤町には登窯だ

けでなく、素焼

き・堤人形用の

小さい窯もあっ

笠　原　信　男（東北歴史博物館）

図１　佐藤吉夫氏
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た。堤町で生まれた佐藤吉夫氏は家の周りが遊び場

であったこともあり、どこにどんな種類の窯があっ

たかを覚えており、やきものの町、堤町の数少ない

証言者である。

　今回、堤町にあった窯について、現地を案内して

説明を受けた。その場所を記したのが第２図、説明

したのが第１表である。数は大きい登窯17基、小

さい一つ窯45基、合わせて62基であった。

（１）粘土採掘

　台原に良質な粘土があり、昭和29年１月25日に

開院した東北労災病院が建つまではそこの粘土を

使っていた。

　また、昭和30年代まで仙台市青葉区赤坂でも粘

土を掘った。富谷市でも掘ったが、粘土の質があま

り良くなくてすぐにやめた。掘る時は山を買った。

（２）堤人形

①五福神・七福神

　堤焼の七福神（大黒天・恵比須・

弁才天・毘沙門天・布袋和尚・寿

老人・福禄寿）は、もと五福神（大

黒天・恵比須・弁才天・毘沙門天・

布袋和尚）を作っていた。寺から五

福神を飾りたいと来たことがある。

土型は江戸時代のものが残ってい

る。大きさは縦８寸（約24cm）ほ

どである。

東北労災病院

堤町

宮城県庁

図２　仙台市堤町の位置

②芥子ビナ

　高さが10cmにも満たない芥子ビナには手が有る

のと無いのがある。手が有るのは子宝祈願のお守り

になった。仙台市青葉区大町の鬼子母神で芥子ビナ

を飾っていて、子どもがほしい人は一つ借りて行

き、子どもが生まれると、二つ返した。これを倍返

しといった。仙台市青葉区大倉の定義如来西方寺に

も芥子ビナ倍返しの風習があった。仙台市の北、黒

川郡大衡村から、東隣りの鹿島台町へ行く途中の鬼

子母神でもこの習いが行われていた。岩沼市の竹駒

神社の初午でも売った。

　手が無いのは便所神である。この型に「文化」の

年号が入っているものがある。

③東北産業博覧会

　昭和３（1928）年に開催された東北産業博覧会（仙

台市青葉区、現在の西公園で開催された）で「堤」



(図3は紙面のみでの公開となります。最寄りの公立図書館にお問い合わせの上，        

　閲覧なさってください。）
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表１　堤町・台原の窯跡一覧（佐藤吉夫氏による）
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と刻印を入れた堤人形が売られた。この堤人形は賞

を受けた。しかしこれは京人形に近いものであった

らしく、天江富弥（仙台市の児童文学研究家、郷土

史家。昭和３（1928）年に『こけし這子』を刊行して、

東北の玩具やこけしを全国に紹介した）や三原良吉

（仙台市出身の郷土史家）が、「これは本来の堤人形

ではない」と言っていたという。

④宇津井家の土型

　大正期に佐藤吉夫氏の父、大吉が宇津井家の土型

と屋号をそっくり受け継いだ。宇津井家は堤町きっ

ての旧家で、「おひなっこや」として堤人形を製作

していて、「おひなっこや」といえば宇津井家とさ

れた。佐藤家はその宇津井家の屋号を受け継ぎ、「お

ひなっこや」としていたが、今は「つつみのおひなっ

こや」にしている。

　宇津井家の土型は近所の松根金之助も借りてい

た。金之助は春に焙烙等の焼き物（黒物）を作り、

冬はフルイ（篩）・ミ（箕）・セイロ（蒸籠）の修理を

おり、昭和40年代まで大崎市古川あたりまで回っ

ていた。

　堤町でフルイなどの製作をした家が松根金之助を

含めて４軒あった。金之助の弟も一時、従事した

が、金之助より早くやめて、石垣積みになった。修

理の材料に使ったタケやヤマザクラの皮は近所に

あった。ソメイヨシノは細工に向かない。

　佐藤吉夫家は宇津井家の土型のほか、針生祐蔵家

の土型もある。

⑤堤人形と博多人形の土型の違い

　天江富弥は昭和８（1933）年に堤人形の現状につ

いて以下のように述べている。

堤人形は無茶苦茶になって了った、全国土偶中

第一位に数えらるべき堤人形も、まるで駄目に

なって仕舞った。これは一に県当局の指導が、

無茶であった為だ、堤本来の精神を没却して、

まるで見当違いの指導をした為である。大正

11年、全然系統異いの博多人形師を、聘して

堤人形の復興改善を期した県当局の無智は、堤

町に於て博多人形を作らしめ、ほんとうの堤人

形の姿を完全にこの世から没せしめた。（天江

1933、 p.281）

　堤人形と博多人形は土型が違う。堤人形一体を製

作するための土型は表型と裏型の二つだが、博多人

形の型は手や頭、胴部などに分かれ、一体に複数の

土型がある。

２　松川だるま

（１）佐藤吉夫家の仕事

　祖父は大正７年に登窯を築いた佐藤大助（佐大商

店）で、堤焼や人形製作を始めた。父の大吉が今の

図４　「佐大商店」・「つつみのおひなっこや」・「松川だるま佐藤商店」の系譜
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店を始め、叔父の大三郎が継ぎ、吉夫氏は三代目

で、堤人形とダルマの製作を十二、三歳から始め

た。仕事は叔父の大蔵から覚えた。

　佐藤吉夫氏の叔父、大三郎は昭和３（1928）年に

仙台市で行われた東北産業博覧会にダルマ（鯉の滝

昇り）を出品して賞を受けている。このダルマの木

型は三代目面徳、高橋利三郎のデザインである。

　叔父の佐藤大蔵は仙台市宮城野区榴ケ岡にあった

窯業学校に通った。今の仙台管区気象台（仙台市宮

城野区五輪に所在、詳細は不詳）のあたりに大正か

ら戦前まであった。大蔵が学校で型抜きした石膏レ

リーフが残っている。　小さい猫は火消し瓶に入れ

て、一つ窯の前に置き、温度が1,000度になる前に

瓶をひっぱりだした。それを冬まで貯めて、冬に絵

付けした。登窯でも焼いた。販売は佐大商店と一緒

にした。

　佐藤家による松川ダルマは実家である佐大商店の

佐藤大助が明治に作っている。今、佐藤吉夫家の店

舗「つつみのおひなっこや」の場所に当時、佐大商

店のワラ小屋があり、その二階でダルマや焼き物を

作った。ダルマ木型は江戸時代に柳町で製作してい

た菊地だるま屋の型を使っている。それに高橋利三

郎の面徳ダルマの木型がある。

　火伏せダルマは松川ダルマと木型が違う。大・中・

小の木型があったが、今あるのは大・小のみである。

この木型はどこから来たかわからない。ダルマも江

戸時代から作っていたという。

　ダルマは沿岸部の人たちが縁起を担ぐので県南の

亘理町から岩手県陸前高田市で多く売れた。面徳ダ

ルマは恵比寿や宝船を立体的にしたものだが、それ

以前は赤いダルマに金色で彩色した。松川ダルマは

青色で目がついているのが特徴で、青色は坊さんの

袈裟頭巾を表している。

①年間製作スケジュール

　１月～３月 堤人形（雛）製作

　　　　　　 （１/下旬～３/３まで）

　６月～10月 堤人形（一般）製作

　９月～11月 堤人形（正月の干支）製作

　11月～１月 ダルマ製作（１/14まで）

②ダルマ販売

　昔は女川町・石巻市・角田市に卸していた。石巻

市は大型トラック３台、角田市は２台で行った。今

は直売している。名取市閖上は平成23年の東日本

大震災前まで出したが、津波で、売っていた人が流

されてしまった。

　神社には直接出向いて売こともあった。賀茂神社

（仙台市泉区七北田上谷刈字古内糺）、八坂神社（仙

台市宮城野区岩切字若宮前）、青麻神社（仙台市宮

城野区岩切字青麻沢）などで売った。青麻神社は定

義（定義如来西方寺　仙台市青葉区大倉字上下）と

一緒に回って参拝するものとされていた。

　神社に頼んで売ることもあった。陸奥総社宮（多

賀城市市川字奏社）、神明社（白石市益岡）、白鳥神

社（柴田町船岡字内小路）、大高山神社（大河原町金

ケ瀬字神山）は頼んだ。最近はイオンモール石巻（石

巻市茜平）で売ってもらっている。数は少ないとこ

ろで100個、多いところは500 ～ 600個にもなった。

　陸奥国分寺薬師堂（仙台市若林区木の下）も１月

14日に売っている。今は青色の松川ダルマを売って

いるが、昔は高さ7.5cmほその小さい赤ダルマだっ

た。平成26年から神社のものを焼いてはダメと言

われた。古いダルマを納めて新しいダルマを買っ

てもらう。納めたダルマはお祓いに3,000円といわ

れ、15日に大崎八幡宮（仙台市青葉区八幡）で焼い

た。東照宮もヌイグルミ等はお金をとっている。

　県内の作り手は佐藤吉夫家の「つつみのおひなっ

こや」と本郷だるま屋（仙台市青葉区柏木）、それに

佐藤家の親戚でもある、松川だるま佐藤商店（佐藤

吉夫家と親戚、仙台市青葉区堤町二丁目）の三軒で、

図５　窯業学校で製作した石膏レリーフ
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大崎八幡宮（仙台市青葉区八幡）でのみ三軒が直売

している。以前は四軒あり、大崎八幡宮ではその規

約で四軒とも境内の上に並んで売っていたが今は本

郷だるま屋が上の長床前で売っている。本郷家のダ

ルマ作りは古い。明治維新まで武士であった。その

後に瓦屋をし、冬にダルマを製作した。明治に青葉

区柏木に来た。明治でやめた人の型を使い、足りな

いのを「メントクオヤジ」に作ってもらった。

　堤町の歴史等に詳しい関善内は以下のように記し

ている。

本郷家の達磨の型も昔の松川型から面徳型の普

及するに及んで、面徳の彫った木型になったと

いわれ、徳治実弟である大波軍哉の型もすべて

面徳の作であり、あらためて今日の仙台達磨

の変遷に大きく貢献した面徳が偲ばれる。（関

1966、 p.14）

③佐藤大吉・大三郎の販売

　白石市の白鳥神社にダルマを持って行った。当

時、白石川に橋がなく、船で渡った。帰りは村田町

を回り、蔵王町宮で残ったダルマを売りながら１週

間くらいかけて戻った。叔父で、吉夫氏の父、大吉

の家業を継いだ大三郎は若くして亡くなった。

④信仰と堤焼・堤人形

　「すり鉢」は頭病みの人が寺社に納めた。「瓶」も

同じである。芥子は赤ちゃん祈願、小さな赤ダルマ

は病気除け、陸奥国分寺薬師堂で昭和25年頃、400

個とたくさん売れた。赤芥子ほどの大きさの張り子

で、一つ借りて、戻す時に二つにする。今年は２月

11日に薬師堂の本堂に納めた。

　陸奥国分寺薬師堂のダルマについて、郷土史家の

三原良吉が以下のように記している。

「（１月）７日朝観音夕薬師、元寺小路の観音堂

と木の下薬師堂の開帳日で」、「薬師堂の開帳を

七日堂と称し」、「奉納の張子の達磨をかりて堂

の階段をころがして持って帰ると子供が丈夫に

育つといい、翌年一対にして返す」という。 （三

原1952,p.41）

図６　面徳系ダルマ（菊地1964、p.203より）

胴文様は「火焔宝珠に熨斗」。
図７　大正のダルマ業者（関善内1966、p.2より）

系統は筆者記入。

場　　所 業　　　者 系　統

通　丁 本郷徳治一家 （松川系）

通　丁 大波軍哉（徳治実弟） （松川系）

北目町 面徳 （面徳系）

原ノ町 松木一家 （松川系）

花京院 芳賀盛

木町通 佐々木祐吉 （面徳系）

東三番丁（柳町） 菊地一家 　　　　　

今野一家

日野一家

堤　町 佐藤大助 （面徳系）

堤　町 佐藤和吉 （面徳系）
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（２）松川ダルマ

①松川豊之進と高橋家（面徳）

　仙台藩士の松川豊之進は戊辰戦争で官軍の世良修

蔵（奥羽鎮撫総督府参謀）を襲撃して暗殺に関わっ

た人物の一人とされる。そのため、命の危険があ

り、露天商をしながら暮らし、最後は香具師になっ

た。松川ダルマは松川豊之進の創始とされている。

　仙台でダルマ製造を行っている組合員４軒で、仙

台のダルマを何と名乗るか相談した際に、古くから

呼んでいる「松川だるま」にした。実際のところ、

現在、仙台で製作している「松川だるま」は、高橋

徳太郎、通称、面徳が考案したダルマがほとんどで

ある。

　清水晴風が明治44（1911）年に刊行された『うな

ゐの友』第五編に「仙台産松川達磨」のことが書い

てある。それには「仙台産松川達磨、伊達の藩士松

川豊之進という人の達磨を作り発売せしものなりと

ぞ」と記してある。

　高橋徳太郎は二代目面徳といわれた。もとは宮大

工で、明治に東京から仙台に来た。仙台祭の山車製

作をし、冬にダルマの木型を彫り、宝船などを立体

的にした。以前は「宝船」とその両脇を金色で描い

た。佐藤吉夫家は三代目面徳、高橋利三郎が製作し

た「面徳だるま」の木型を所有している。

　平成27年３月に開催された「第３回国連防災会議　

仙台」に電力プラザで展示するために、面徳の木型

を使い、「一富士、二鷹、三茄子」と「鯉の滝昇り」

図８　「つつみのおひなっこや」の店頭に飾られたダルマ
（左から面徳系（宝船）・面徳系（大黒）・火伏ダルマ・面徳系（大黒）・福助ダルマ・面徳系（宝船）

図９　高橋家（面徳）の系譜
（関善内1966、p.6-11を図化）
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を製作した。面徳の木型は他にもいっぱいあるが、

売れないので大黒を中心に作っている。　

②ダルマ・張り子

　齋藤という東北大学正門近く、柳町の人が江戸の

ダルマを持ってきた。江戸のダルマは肩が張ってい

て、三春のダルマに似ている。

　戦前はダルマの目にガラスを使った。耳の付いた

ダルマもあった。目が悪い人はガラスの目、耳の悪

いひとはダルマの耳を撫でて平癒を祈った。ダルマ

図10　面徳系ダルマのガラス製の目

の耳は戦後になくなり、木型に付いていた耳を落と

した。

　父、佐藤大吉の「鷹」の木型を昭和40年頃、本郷

家に貸したことがある。羽を広げた鷹で、40cmほ

どの大きさで目にガラスを入れ、黄色で着色する。

張り子で中に竹ヒゴが入っている。

おわりに

　窯跡は堤町を象徴する産業の記念物であるが、現

在はどこにどれくらいあったのかが不詳のままで

あった。今回、本焼き窯と小さな一つ窯を合わせ

て、60基以上の窯跡が存在することが判明した。

すでにこのことを記憶している人は少ないと思わ

れ、松川ダルマや堤人形の記憶と合わせ、貴重な記

録となることを願うものである。

　なお、本稿を記すにあたり、便宜のために松川ダ

ルマの関係年表を作成した。参考にしていただけれ

ば幸いである。

　佐藤吉夫氏には２日間、朝から夕方まで、途中に

昼食をはさんで、話を伺った。窯跡は、住宅やマン

ションが林立している隙間を縫って、現地を案内し

ていただいた。改めて感謝申し上げます。

図11　ダルマ各種（左から 面徳系（大黒）・面徳系（宝船 ）・赤ダルマ ・面徳系（富士山）・三角ダルマ）
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図12　面徳系ダルマ（左から恵比寿大黒・富士山・鯉の滝昇り・蕪）

図13　面徳系ダルマ（左から鯉の滝昇り・一富士二鷹三茄子）

眉はかつて犬毛を使ったが、最近は化学繊維を用いている。国連防災会議（H273.14 ～ 3.18）での展示用に製作し、 会議後にフランスへ寄贈 
された。
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表２　堤人形・松川ダルマ年表
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